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戦評用紙2

大会名　　　第21回ヒロシマ国際ハンドボール大会 

期日　　　　2013年7月22日 

会場　　　　広島市東区スポーツセンター 

開始時刻　19：30 

種別　　　　男子 

対戦チーム　中国江藤省対湧永製薬 

戦評

豪快なシュートの打ち合いで始まったこの試合、素早いボール運びでディフェンスの隙間

を狙いシュートを決める湧永と、高さを生かしロングシュートや頭のとを通すポストパスで

得点を重ねる江蘇省といった図式で進行していく。7・6の湧永リードの前半15分頃、湧永の

鋭いカットインに対し、江蘇省4番チャーウェイが反則のため退場。これをキッカケに湧永

が連続得点し、前半25分頃には点差を8点まで広げる。このまま流れは変わらず10－19の湧

水リードで前半を終えた。

後半序盤、落ち着いた江蘇省、ロングシュートを警戒し高めでディフェンスを仕掛ける湧

永に対し、ポストを絡めた粘り強い攻撃を続ける。しかし、常に退場者を抱え5人での攻撃

が続き、後半15分で17－24の7点ビハインドとする。終盤は、そのまま江藤省は点差を詰め

きれず試合は23－29で湧永製薬が勝利を収めた。

広島大学ハンドボール部　竹原渓吾


